
















































































































































































































































 日本発着の中欧班列サービスを行っている日本企業は、日本通運、日新、東海運の 3 社









年 2月 2日） 
 6.1.1中国内陸部～欧州輸送について 
 同社が 2015年 11月に重慶から始めた時はルートや使える駅が限定的であったが、2018
年 12 月現在 60 都市から欧州向け輸送ができるようになっている。特に、重慶、成都、武
漢、西安は便数が多く輸送日数も安定しているので使い勝手がよい。同社は各駅のプラッ
トホーム会社と提携しており、2017年実績では往復で約 2,000本／40フィートコンテナ（2
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